
開館時間：午前 10時－午後 5時（入館は 16時 30分まで）
休 館 日：月曜日（ただし 5月 5日は開館し、5月 7日振替休館）
入 館 料：一般 1,100円　大高生 600円　中小生 200円
交　　通：京王井の頭線駒場東大前駅西口から徒歩 7分
所 在 地：〒 153-0041 東京都目黒区駒場 4丁目 3番 33号
電話番号：03 －3467－4527
西館公開日（旧柳宗悦邸）：
　会期中の第 2水曜、第 2土曜、第 3水曜、第 3土曜日（入館 16：00迄）

http://www.mingeikan.or.jp/
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1. 海
なまこ

鼠釉
ゆう

筒
つつ

　小代　19世紀　高11.5cm　

2. 白
しろ

薩
さつ

摩
ま

土
ど

瓶
びん

　19世紀　高20.0cm　

3. 色
いろ

絵
え

丸
まるもんつぼ

文壺　伊万里・古九谷様式　17世紀　高11.0cm

4. 色
いろ

絵
え

鳳
ほうおうもんつぼ

凰文壺　伊万里・古九谷様式　17世紀　高23.0cm

5. 鉄
てつえりよくさいまつもんかめ

絵緑彩松文甕　唐津（武雄） 17世紀　高31.2cm

6. 鉄
てつゆうしろながしがきはなもんへんこ

釉白流描花文扁壺　小代　19世紀　高20.2cm

7. 黒
こくゆうきながしさら

釉黄流皿　小鹿田　19世紀　径49.0cm

8. 鉄
てつゆうはりつけもんかめかん

釉貼付文甕棺　多々良　18世紀　高70.9cm　

9. 緑
りよくゆうゆびがきもんはち

釉指描文鉢　唐津（武雄）　17世紀　径50.0cm
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染付山水文鉢　伊万里　17世紀　径 47.7cm

鉄絵葦文壺　唐津　17世紀　径 21.5cm　重要文化財



九州の陶磁展

近世に入り、九州の陶磁器は朝鮮陶磁の影響を受けながら、多様な技法

を用いて特色ある焼物が各地で生み出されました。中でも知られているの

は、白色の器体に染付や色絵による文様が施された伊
い ま り

万里や、おおらかな

絵付の絵
え

唐
がら

津
つ

などでしょう。

伊万里は、佐賀県有
あり

田
た

町を中心に焼かれた焼物で、1610年代に磁器焼成

が始まり、伊万里港から全国に出荷されたため、消費地では伊万里焼と呼

ばれました。16世紀に始まった唐
から

津
つ

は、佐賀県西部と長崎県北部にわたる

広範囲の諸窯で焼かれた陶器で、作風により絵唐津のほか、朝鮮唐津、三

島唐津などと呼ばれますが、当館では二彩唐津を多く有しています。

日本民藝館ではこれらに加えて、大胆な流し掛けに特徴がある小
しようだい

代焼、

日用雑器として生産された黒
くろ

薩
さつ

摩
ま

を中心とする薩摩焼、素朴で雄
ゆうけい

勁な種
たね

子
が

島
しま

焼などの九州の近世陶器が所蔵されています。これらの多くは、当館創

設者・柳
やなぎむねよし

宗悦（1889-1961）により蒐集されたものであり、生活の中で用いら

れた陶磁器が豊富に含まれていることがその特色に挙げられましょう。

また、大正末期に始まる民藝運動においては、20世紀まで九州民窯の伝

統が保たれた産地として、多くの窯場に目が向けられました。飛
とびかんな

鉋や刷
は

毛
け

目
め

で装飾された小
お

鹿
ん

田
た

、古薩摩の系譜を引く苗
なえしろがわ

代川や龍
りゆうもんじ

門司、高
たかとり

取の西
にし

新
しん

町
まち

などが、昭和初期に民藝運動で見い出され、高く評価されています。そ

のほか、小
こ

石
いしわら

原や白
しらいし

石、多
た

々
だ

良
ろう

など、さまざまな窯が紹介されました。

本展では、近世前期から近代までの館蔵の九州陶磁を、一堂に展観致し

ます。暮しを彩った色鮮やかな焼物や、力強い質実剛健な陶磁器の数々を

ご高覧下さい。

〔 玄 関 〕九州の陶磁展

〔第 1室〕瀬戸と美濃の陶器

日本を代表する窯業地、瀬戸と美濃。両窯の大きな特質をその絵付けにみ
ることができます。ここでは動植物等の具象文や変化に富む幾何学文を、
簡潔で単純な模様にまで煮詰め活き活きと描きました。江戸期に瀬戸・美
濃で生まれた絵付けの陶器を中心に展観します。

〔第 2室〕中国の陶器

当館の中国陶器は漢代の明
めい

器
き

をはじめ、宋・明・清時代のものが多数所蔵
されています。さらに 20世紀に作られた陶器も、1960年代後半に中国南

部より集中的に蒐集され、所蔵品の一翼を担ってきました。漢代から 20

世紀にいたる中国陶器の優品をご覧ください。

〔第 3室〕沖縄の木綿織物

沖縄の織物といえば、芭蕉や苧麻のような透き通った素材をまず思い浮か

べますが、木綿も多く織られました。首里の紺地絣や花織をはじめ、読谷

山の花織衣装や踊り着、八重山の白地絣やミンサーなど、沖縄各地の木綿

衣装を中心に展示します。 
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絵
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記念講演会　柳宗悦が選んだ日本のやきもの

－九州の陶磁を中心に

〔講師〕梶山博史（兵庫陶芸美術館学芸員）　5月 31日㈯ 18:00－19:30

会場・日本民藝館大展示室　料金・300円（入館料別）　定員・100名（要予約）

〔大展示室〕　九州の陶磁展

〔第 1室〕朝鮮の陶磁器

当館が所蔵する朝鮮半島の焼物は、朝鮮時代（15世紀－19世紀後半）のも

のが主体となっています。磁器では白磁・染付・鉄砂等があり、陶器では
刷毛目・象嵌・鉄絵等の手法が見られます。九州の陶磁と濃い血縁で結ば
れている朝鮮陶磁器の優品を紹介します。

〔第 2室〕朝鮮時代の諸工芸

主として 19世紀後半から 20世紀初期にかけて作られた、朝鮮半島の人々
の生活を彩った木工品や金工品、石工品の数々を展示します。材料の性質
を活かしたおおらかな形や、素朴な模様表現がそれらの特徴といえましょ
う。柔和な表情を宿した、民族固有の造形美をご覧ください。

〔第 3室〕大津絵

日本民画を代表する「大津絵」。大津絵は、江戸時代の庶民の楽しみや、彼
らの信心に応える絵画として、大津の追分あたりで街道の土産絵として売ら
れていました。同じ画題が繰り返し描かれたために図像は略筆され、かえっ
て生き生きとした魅力を生み出すこととなりました。

〔第 4室〕人形と玩具

民間の雛人形として江戸後期から幕末にかけて作られた、三春人形（福島
県・三春）、鴻巣人形（埼玉県・鴻巣）などの古人形。素朴ながらも躍動的
で感情細やかな、日本の古人形の魅力をご堪能ください。なお、羽子板や
独楽、カルタなどの民間の玩具類も併せて展示します。

耳
みみつき

付仏
ぶ つ か き

花器

種子島　18世紀　高22.0cm

象
ぞうがんこよみでふたつきつぼ

嵌暦手蓋付壺

八代　18世紀　高54.0cm

黒
こくゆうはりつけ

釉貼付文
もん

甕
かめ

苗代川　18世紀　径30.4cm

白
はくじしよくだい

磁燭台

平佐　19世紀　高34.7cm

野
の ま

間窯

西
にししんまち

新町窯（高取西皿山）

上
あが

野
の

諸窯

二
ふたがわ

川焼

黒
くろ

牟
む

田
た

焼

多
た

々
だ

良
ろう

焼

唐
から

津
つ

諸窯

有
あり

田
た

諸窯（伊万里）

白
しらいし

石焼

小
こ

石
いしわら

原焼

現
うつつがわ

川焼

小
しようだい

代焼

八
やつしろ

代焼

薩
さつ

摩
ま

焼　平
ひら

佐
さ

系

種
たね

子
が

島
しま

焼　能
よき

野
の

窯元
げんりゆういん

立院系

野
の ま

間窯苗
なえしろがわ

代川系

龍
りゆうもんじ

門司系

堅
たて

野
の

系

本展出品の窯場一覧
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